
23． 秩 父 夜 祭

人 生 で 影 響 を 受 け る 出 会 い に ３ つ あ る と い

う 。 １ に 人 物 、 ２ に 書 籍 、 ３ に 場 所 。 私 が 秩

父 夜 祭 を 知 っ た の は 秩 父 神 社 宮 司 の 園 田 稔 さ

ん と 秩 父 商 工 会 議 所 会 頭 高 橋 信 一 郎 さ ん と い

う 人 物 と の 出 会 い だ っ た 。 園 田 さ ん は 京 都 大

学 名 誉 教 授 の 肩 書 が あ る よ う に 卓 越 し た 宗 教

学 者 で あ り 「 文 化 と し て の 神 道 」 と い う ご 著

書 を 頂 き 、 神 道 に つ い て 考 え る 端 緒 と な り 、

祭 の 学 識 を 深 め た 。 高 橋 さ ん は 「 全 国 山 ・

鉾 ・ 屋 台 連 盟 」 の 事 務 局 長 と し て 国 指 定 文 化

財 で あ る 全 国 ３ ２ の 祭 の 組 織 を 束 ね る 祭 関 係

者 の 衆 望 を 担 う キ ー マ ン だ っ た 。 従 っ て 、 秩

父 夜 祭 は 私 に と っ て 特 別 の 祭 と な っ た 。

私 は 至 学 館 大 学 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 係

の 研 究 所 長 を 引 き 受 け た 時 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と

祭 の 関 係 を テ ー マ に し よ う と 思 い 立 っ た 。 そ

こ で ま ず 初 年 度 は 愛 知 ・ 岐 阜 ・ 三 重 ３ 県 の 祭

関 係 者 を 対 象 に 「 日 本 の 祭 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を

開 催 、 続 い て 秩 父 の 地 で ２ 回 目 を 開 催 し た 。



秩 父 夜 祭 は 別 名 「 霜 月 大 祭 」 と も 呼 ば れ 、

旧 暦 の １ １ 月 ３ 日 に 行 わ れ て い た が 、 現 在 は

１ ２ 月 １ 日 か ら ６ 日 ま で 行 わ れ る 秩 父 神 社 の

例 大 祭 の こ と で あ る 。 秩 父 神 社 で は ４ 月 ４ 日

お 田 植 え 祭 が 行 わ れ る が 、 こ れ は 春 、 山 の 神

を 郷 へ 迎 え る 祭 で あ り 、 １ ２ 月 の 夜 祭 は 山 に

神 を 返 す 祭 だ 。 ま さ に 柳 田 国 男 が 言 う 、 山 の

神 ・ 田 の 神 の 存 在 、 日 本 民 族 の 宗 教 心 の 原 型

が こ こ に あ る 。

山 の 神 が 鎮 座 す る の は 武 甲 山 。 お 椀 を 伏 せ

た よ う な ふ る さ と の 神 の い る 山 を カ ン ナ ビ 山

と 呼 ぶ 。 秩 父 地 方 の カ ン ナ ビ 山 で あ る 武 甲 山

は 蛇 神 の 男 神 で あ り 、 郷 で あ る 秩 父 神 社 は 妙

見 菩 薩 の 女 神 で あ る 。 こ の 男 女 の 神 が 年 １ 度

の 逢 瀬 を 楽 し む 祭 で も あ る と い う 誠 に ロ マ ン

チ ッ ク な ス ト ー リ ー も 用 意 さ れ て い る 。 ま た 、

秩 父 神 社 を 妙 見 宮 秩 父 神 社 と 呼 ぶ の は 明 ら か

に 神 仏 習 合 の 思 想 で あ り 、 武 甲 山 は 秩 父 神 社

か ら 北 の 方 角 に 当 た る こ と か ら 北 辰 思 想 も 入

っ て い る と い う 。 北 辰 と は 北 斗 七 星 を 天 体 の



中 心 と 考 え 神 格 化 す る 儒 教 で あ る 。 秩 父 夜 祭

は 神 道 、 仏 教 、 儒 教 と い う 日 本 人 の 宗 教 観 の

集 大 成 の よ う な 祭 だ と 感 じ 入 っ た 。

以 上 の こ と は 祭 の 観 光 客 に は 関 係 の な い こ

と で あ る 。 祭 の 見 せ 場 は ３ 日 午 後 ６ 時 こ ろ か

ら 始 ま る 笠 鉾 ２ 基 、 屋 台 ４ 基 の 引 き 回 し で あ

ろ う 。 屋 台 両 袖 の 特 設 舞 台 で 行 う 秩 父 歌 舞 伎 、

曳 き 踊 り 、 神 楽 な ど は 国 指 定 無 形 民 俗 文 化 財

で は あ る が 、 神 社 か ら ほ ぼ １ キ ロ 離 れ た お 旅

所 へ の 屋 台 の 曳 き 回 し 、 別 け て も 団 子 坂 の 曳

き 上 げ の 頃 が 見 て い て 一 番 気 合 が 入 る 。 ど こ

の 祭 も そ う だ が 、 芸 能 関 係 の 文 化 財 よ り 重 量

感 の あ る 曳 山 の 動 き 、 揺 れ や 軋 み 、 ま た 其 れ

を 動 か す 祭 人 達 の 掛 け 声 、 力 、 熱 気 、 興 奮 の

ダ イ ナ ミ ズ ム の 方 が 見 る 者 に は 血 湧 き 肉 踊 り

惹 き つ け ら れ る も の が あ り 、 神 の 憑 依 す る 非

日 常 性 の 世 界 が こ こ に あ る 。 ま た 、 澄 み 切 っ

た 冬 の 夜 空 に 広 が る 花 火 も こ の 祭 の 特 徴 だ 。

京 都 祇 園 祭 、 飛 騨 高 山 祭 と こ の 秩 父 夜 祭 を

日 本 ３ 大 曳 山 祭 あ る い は 美 祭 と 呼 ぶ 。


